
 

（第２号様式）   
令和６年４月 22 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立大和西高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①グルーバル人
材としての資
質の涵養 

②持続可能な教
育課程の編成
と実践 

③次世代の学校
教育を視野に
入れた不断の
授業改善 

①世界への関心
を深め、多様
な存在につい
て相互理解を
深めようとす
る 姿 勢 を 培
う。 

②バランスの取
れた教育課程
の 実 施 に 向
け、魅力ある
取組を行う。 

③よりよい授業
の実践のため
の創意工夫を
継続する。 

① ICT の活用な
ど、世界の人々
と交流する方法
を模索し、相互
理解を深める。 

②話し合い活動を
効果的に取り入
れる授業実践や
海外修学旅行な
どの行事、国内
外の姉妹校との
交流や留学生受
入などの取組を
行う。 

③教科の枠を超え
た研究授業を実
践し、授業改善
のための研究協
議を行う。 

①グローバル教
育アンケート
で「国際的な
理解が深まっ
た」と答える
生徒が 80％を
超えたか。 

②話し合い活動
を取り入れる
授業実践や行
事、国内外の
姉妹校との交
流や留学生受
入などの取組
を効果的に実
践できたか。 

③研究授業、研
究協議を実践
し、その成果
を共有するこ
と が で き た
か。 

①「国際的な理解
が深まった」と
答える生徒 87％
と目標の 80％を
超えた。 

②話し合い活動を
取り入れる授業
実践ができた 

②海外修学旅行は
実施できなかっ
たが、オースト
ラリア・韓国・
ドイツ姉妹校交
流校訪問や座間
アメリカン・ハ
イスクールとの
交流、台湾・ド
イツ姉妹校生徒
等 80人以上の短
期留学生・２人
の長期留学生を
受け入れた。 

③コロナ５類移行
後初の公開研究
授業、研究協議
を実践し、その
成果を共有する
ことができた。 

①継続的に数値の
推移を観察する
ことと併せて、
生徒に考えさせ
るアンケート内
容の検討が必要
である。 
国際的な理解を
深める教科横断
的な取組等の推
進及び行事等本
校の取組の見直
しや検討が不可
欠である。 

②アメリカ・ニュ
ージーランド姉
妹校交流校訪問
や台湾修学旅行
について、再開
に向けて引き続
き準備を進めて
いきたい。 

③ポストコロナを
見据え、研究授
業や研究協議を
活性化し、成果
の発信方法等の
研 究 を 継 続 す
る。 

・グローバル化が進む社会では
他者と話し合い、互いに理解
し合うことが必要不可である
と考える。大和西高等学校で
は、生徒達が、自分の言葉で
語り、自分たちでスライドや
ビデオを作成し、さらに堂々
した態度で発表するなどプレ
ゼンテーション能力を高いレ
ベルで身に着けていると感じ
た。系統立てた授業を展開
し、授業改善を継続していた
だいていることを実感すると
ともに、ありがたく思ってい
る。 

①生徒対象アンケート結果では
「異文化理解が深まった」、
「国際的な社会問題に関心を持
つようになった」の回答が目標
としていた 80％を超えた。今後
もさらなる研究を続けたい。 

②海外修学旅行は実施できなかっ
たが、オーストラリア・韓国・
ドイツ姉妹校交流校訪問や座間
アメリカン・ハイスクールとの
交流、台湾・ドイツ姉妹校生徒
等80人以上の短期留学生・２人
の長期留学生を受け入れた。 

②実施できなかった、アメリカ・
ニュージーランド姉妹校交流校
訪問や台湾修学旅行について、
再開に向けて引き続き準備を進
めていきたい。 

③前年度の反省を生かした公開研
究授業・協議を実施できた。実
施形態や内容等については前年
度を継承し、課題が残った研究
協議については、実施方法を変
更し、改善された。また、ＩＣ
Ｔ機器を有効活用した授業研究
とそのノウハウの共有について
は継続したい。 

①今年度実施できなかっ
た対面による交流につ
いても、再開に向けて
進めていきたい。今後
も粘り強く世界中の人
と繋がる取組を継続す
ることで、生徒の国際
的興味関心を喚起す
る。 

②実施できなかった、ア
メリカ・ニュージーラ
ンド姉妹校交流校訪問
や台湾修学旅行につい
ては、令和６年度実施
に向けた準備をすすめ
ている。 

③公開研究授業・協議を
実施することができ
た。課題であった研究
協議については、実施
方法を見直し、改善し
た。次年度に向けて
は、授業改善に向けた
取り組みを継続してい
きたい。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒が集中し
て授業に取り
組むことがで
きる学習環境
の整備と学習
習慣の確立 

②部活動や特別
活動を通した
協調性及び人
間性の向上 

①生徒が安心し
て授業に集中
できるよう教
育相談体制の
充実を図りつ
つ、きめ細か
な生徒支援を
行う。 

②部活動や特別
活動における
人格形成の重
要 性 を 共 有
し、生徒の主
体的な活動を
支援する体制
を持続する。 

①ケース会議や教
育相談コーディ
ネーター、スク
ールカウンセラ
ー、ＳＳＷを効
果的に活用し教
育相談体制の充
実を図る。 

②今年度、様々な
制約のある中
で、部活動や特
別活動の実施に
ついて、生徒と
共に考える場を
設けるなど、精
神の成長を促す
工夫を継続す
る。 

①生徒による授
業評価のアン
ケートで「集
中して授業に
取り組んだ」
と回答する生
徒の割合が増
加したか。 

②部活動の加入
率が増加した
か。 

②部活動の定着
率が 80％を超
えたか。 

①生徒による授業
評価のアンケー
トで「他者の考
えを知ることに
より、新たな考
え 方 を 知 る な
ど、自らの考え
を広げ深めるこ
とができた」に
対して肯定的な
回答する生徒の
割合は 86％だっ
た。（対前年比
4 ポイント増） 

②部活動への加入
者は、５月時点
で延べ 659 名、
80％だった。対
前年比 2 ポイン
ト増であるが目
標にはわずかに
届かなかった。 

①今後も継続的に
授業改善に取り
組み、生徒が集
中して学習に取
り組む雰囲気を
醸成していきた
い。 

②年度当初の部活
動紹介の充実等
の工夫を行い、
さらなる部活動
加入を呼びかけ
る。あわせて、
高い実績を上げ
た部活動の広報
活動を充実させ
るとともに、生
徒との協議を続
けながら、意見
を吸い上げより
良い活動のため
の環境整備に努
める。 

・評価の指標にもされている、
授業アンケートの「授業の在
り方について」「ｂ 単元（内
容のまとまり）の学習の中
で、他者の考えを知り、自ら
の考えを広げ深める機会があ
る」に対して、生徒に肯定的
な回答をさせるために、具体
的にはどのような取組をして
いるか。 

・登校時、笑顔で挨拶をしてく
れる生徒もおり、日ごろの生
徒指導の成果と思っておりま
す。 

・部活動については、学習との
両立をさらにすすめるために
も、さらなる環境整備が必要
だと考える。県の予算等なか
なか難しいとは思うが今後も
できる範囲ですすめてもらい
たい。 

①ICT 活用を授業や進路指導に活
用することに対して抵抗を感じ
る職員が減った。一人一台端末
の導入も２年目となり、対応も
スムーズに行うことができた。 

②コロナ５類移行後は、部活動を
含めた様々な生徒会活動をポス
トコロナの活動へ移行を図っ
た。コロナ前を知る職員が少な
く、ほぼ「ゼロスタート」のよ
うな状況であった。 

①一人一台端末の導入３
年目となるためその利
活用について、学習支
援Ｇや学年、教科、ICT
ワーキンググループが
連携して対応を進め
た。活用がさらにすす
むことを考慮し、職員
だけでなく生徒のモラ
ル向上も図り、インタ
ーネットに係る犯罪や
トラブルなどの事故防
止を継続する。 

②ポストコロナというこ
とで、コロナ前に戻す
活動とコロナ前とは違
う活動とを整理し、そ
れぞれに対して、でき
ることから一つずつ実
践する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①自立した社会
人となるため
の資質の育成 

②社会の趨勢を
捉えた適切な
進路指導と進
路希望の実現 

①高大接続改革
について情報
を整理し、効
果的な進路指
導につなげる
とともに、主
体的な進路実
現に向けた取
組 を 継 続 す
る。 

②学習活動コン
ソーシアムや
多様な体験活
動等の取組に
より、主体的
な進路選択の
ための支援を
行う。 

①外部との連携を
深める。生徒の
ニーズにこたえ
られるキャリア
プログラムにつ
いて効果的な方
法を工夫する。 

②ガイダンスや説
明会、講習や補
習 の 充 実 を 図
る。生徒の学習
や進路について
の悩みの相談を
受け易くし、支
援する体制をつ
くる。 

①国公立や難関
私立大学（早慶
上 理 、 G-
MARCH）などの
大学へ進学する
生徒が増加した
か。 

②将来の職業を
見通して、進
路（学校）選
択をする生徒
が 増 加 し た
か。 

①国公立や難関私
立大学（早慶上
理、G-MARCH）な
どの大学へ進学
する生徒は減少
した。 

②将来の職業を見
通 し て 、 進 路
（学校）選択を
する生徒が増加
した。 

①生徒の実情や時
代の趨勢を考慮
し、進路ガイダ
ンスやキャリア
プログラムの提
供の仕方につい
ては、継続的な
検討が必要であ
る。 

②推薦や総合選抜
を活用する生徒
が増加している
が、継続的に学
習 に 取 り 組 ま
せ、一般受験に
対応できる学力
を伸ばしていき
たい。 

・多岐にわたる進路先からも、
生徒一人ひとりに寄り添っ
て、丁寧な進路指導をしてい
ただいていることと感じてい
ます。 

・先行きが見通せない今後の社
会情勢を見据えて、生徒達に
どのような指導方針でキャリ
ア教育をしているのか。 

・生徒の進路選択に対する指導
として、職業と結び付けた
り、賃金などの具体的なライ
フプランと結び付けたりする
などしていただくと、生徒達
の進路実現に対するモチベー
ションアップを図ることがで
きると思います。 

①生徒自身が将来の職業を意識し
た進路選択を主体的に行い、地
道な努力を重ね、進学実績を伸
ばすことができた。時代の趨勢
を見極め、生徒のニーズも意識
しながら、これからのキャリア
支援について今後も引き続き見
直すことが必要である。 

②講習や補習を充実させるととも
に、個別のきめ細かい学習支援
を粘り強く行ったが、次年度か
らは新しい教育課程の入試とな
ることもあり、早めの進路決定
を志向する生徒が多く、一般受
験で希望する大学に合格する生
徒を増やすことはできなかっ
た。 

①「先行き不透明な社会
情勢」を視野に入れ、
外部との連携を深め、
生徒一人ひとりのニー
ズにこたえられるキャ
リアプログラムについ
て、引き続き効果的な
方法を工夫する。 

②講習や補習充実をさら
にすすめることはもち
ろん、生徒が気軽に学
習や進路についての悩
みを相談でき、それを
支援する体制づくりを
継続する。 

４ 地域等との協働 

①地域等との連
携事業を通し
た共感能力や
協 調 性 の 育
成、及び社会
の形成者とし
ての自覚と奉
仕の精神の涵
養 

②地域と連動し
た防災体制の
確立 

①実施可能な地
域連携の形態
を工夫する。 

②地域防災の観
点から、地域
における学校
の役割を整理
し、生徒の成
長に資する活
動について工
夫する。 

①地域の行事交流
だけでなく、地
域の学校等との
交流を推進し、
情報共有や相互
理解を深める。 

②地域の防災訓練
や近隣と連携し
た防災体制につ
いて、学校の役
割を整理し、生
徒の成長に資す
る活動について
可能な範囲です
すめる。 

①ポストコロナ
を視野に、コ
ロナ前の取組
を参考に、地
域との継続的
な関係を維持
し、進展させ
ることができ
たか。 

②地域防災につ
いて、学校の
役 割 を 整 理
し、生徒の成
長に資する活
動について可
能な範囲です
すめることが
できたか。 

①吹奏楽部による
地域イベントへ
の参加や、美術
部による地域の
文化祭への作品
展示など、少し
ずつ地域連携の
取組を進めてい
る。 

②地域防災につい
て、生徒会役員
による地域防災
訓練参加等、生
徒の成長に資す
る活動について
可能な範囲です
すめることがで
きた。 

①今後も、地域と
のつながりを大
切にし、地域と
の連携の充実を
図る。 

②発災時における
地域との連携体
制をいかに構築
するか、また、
校内での防災訓
練の在り方につ
いての検討が必
要である。 

・今年度は、生徒の皆さんが地
域の防災訓練に参加してくれ
ました。また、地域のお祭り
や文化祭にも部単位で参加し
ていただきました。今後も継
続していけることを期待して
います。 

・高校生の知識や経験を小学生
の子供たちに伝え、交流でき
る場が設定できると、児童の
学びもより深まるものと考え
ております。例えば、高校生
による小学生向けの「ＳＮＳ
の正しい使い方講座」「いじ
め防止講座」など。 

・中学校との交流、連携が授
業、行事、部活動等の教育活
動で取り組み可能な事柄があ
れば実施をお願いしたい。 

①コロナ５類移行後は、地域連携
の取組をさらに進めることがで
きた。このことをしっかりと捉
え、これまでの培った地域との
つながりを引き続き大切にする
とともに、可能な活動について
は実践していく。 

②地域防災について、生徒会役員
による地域防災訓練参加等、生
徒の成長に資する活動について
可能な範囲ですすめることがで
きた。 

②防災マニュアルを整備し、ＤＩ
Ｇも実施することで、職員や生
徒の防災意識を喚起することが
できた。 

①これまでの培った地域
とのつながりを引き続
き大切にし、部活動や
生徒会活動を中心に、
今後も、実現可能なも
のから実践する。 

②近隣の防災訓練や避難
所開設訓練などへの参
加や近隣と連携した防
災体制の構築につい
て、今後も可能な範囲
ですすめていきたい。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①適切な業務分
担と進捗管理 

②学校の課題に
対する意識の
共有と協働体
制の構築 

①教職員の働き
方改革を踏ま
え、効率的で
質の高い教育
の展開に向け
教職員組織の
活 性 化 を 図
る。 

②事故防止等の
学校の課題に
対する意識を
職員全体で共
有することが
できる、風通
しの良い職場
の雰囲気を醸
成する。 

①グループ業務分
担の見直しや勤
務状況の把握を
行い、適切な業
務配分を行う。
併せて、話しや
すく相談しやす
い職場の雰囲気
を醸成する。 

②各グループリー
ダやサブリーダ
が、主体的に互
いに相談しなが
ら、年間計画に
則った適切な業
務の進捗管理を
行う。 

①職員のストレ
スチェック診
断で、高スト
レスを抱える
職員の割合が
10％未満であ
るか。 

②時間外勤務や
休日勤務を行
う職員の割合
が 減 少 し た
か。また、職
員の勤務時間
の実態に、著
しい偏りがな
いか。 

①職員のストレス
チ ェ ッ ク 診 断
で、高ストレス
を抱える職員の
割合は 2 ポイン
減の 10.2％であ
った。県全体の
平均値 14.8％よ
り低かった。 

②時間外勤務や休
日勤務時間が長
時間となってい
る職員には、声
掛けを継続する
とともに、産業
医との面談も行
った。 

①全体で風通しの
よい職場づくり
を 意 識 し た 結
果、高ストレス
を抱える職員の
割合は県全体の
平均よりも低く
おさえることが
できたが、目標
にはわずかに届
かなかった。 

②時間外勤務や休
日勤務時間が長
時間となってい
る職員が特定化
する傾向がある
ので、今後も継
続した声掛けや
産業医による面
談等の取り組み
を継続する。 

・働き方改革の一環として、職
場の電話機を留守番電話機能
付きのものに切り替え、平日
は 17：30～8：00 までを留守
番電話対応とし、休日は終日
留守番電話対応としていま
す。 

・残業時間を短縮させる取り組
みとして、事前に残業時間や
残業業務内容を提出させ、管
理職が確認できるようにして
います。 

・高ストレスの職員の方が１割
弱いらっしゃるとの結果に対
して、きちんと対応をお願い
します。 

①コロナ５類移行後も、職員間の
連携を強化し、一人でストレス
をため込まないような体制を創
ることができたとことは良かっ
たと思う。今後もこの状況を継
続し、さらなるストレスの軽減
に努めたい。 

②産業医との面談も積極的に行う
などにより、職員の健康管理に
努め、ストレスを一定程度軽減
することができた。次年度は業
務の偏りの改善について、グル
ープ業務の見直しについて、取
り組む必要がある。 

①衛生委員会が中心とな
り、職員間の連携を図
り、職員が互いに相談
しやすい職場の雰囲気
をつくることの重要性
を共有することができ
た。また、関連する業
務での担当者間でのコ
ミュニケーションを適
切にとり、十分に話し
合うことのできる体制
づくりを継続する。 

②企画会議を母体に、積
極的に業務分担や配置
等の見直しを継続し、
業務改善を行う。 

 


